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厚生労働科学研究委託費（地域医療基盤開発推進研究事業） 

委託業務成果報告（総括） 

 

統合医療（機能性食品、運動療法、アロマテラピー、精神療法）による肥満症治療の有効性・作用

機序の検討 

 

業務主任者 浅川 明弘 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科社会行動医学講座 

心身内科学分野 准教授 

 

研究要旨 

より豊かな生活・社会の実現に向け、西洋医学のみならず、伝統医学や医学以外の学問を統合

し、医療を実践することが必要とされている。一方、統合医療を含んだ新たな療法の重要な問題点

として、エビデンスレベルの精度の低さ、作用機序の解明の遅れが挙げられる。本研究は、麹、運

動、アロマ、精神療法の有効性及び作用機序の解明を、特にこころの健康に焦点を当て、ヒトにお

ける研究とin vivoにおける動物、ex vivo、in vitroにおける細胞、受容体を用いた基礎研究によって

行い、より科学的な根拠に基づく、肥満症などに対する統合医療のエビデンスレベルの向上に寄

与することを目的として実施された。食餌性肥満モデルマウスへの紅麹抽出液の経口投与は、摂

食量、体重を減少、糖・脂質代謝を改善させた。アディポネクチン受容体1、2型を発現するヒト肝細

胞においては、紅麹抽出液は、adenosine monophosphate-activated protein kinase蛋白発現量を

増加させた。食餌性肥満モデルマウスにおける回転輪による運動は、体重を減少、不安様行動を

減弱、糖・脂質代謝を改善させた。また健常者におけるヨーガ実施の前後において、収縮期血圧

及び不安尺度得点が低下した。ラベンダーの吸入は、正常及び肥満マウスを用いた研究において

、視床下部のcorticotropin - releasing factor （CRF）mRNAの発現を低下させ、室傍核における

c-FosとCRFの蛋白レベルの発現に影響を与えた。CRFニューロンを用いた検討においては、ラベ

ンダーの精油は、セロトニンによって誘発された[Ca2+]iの増加を抑制した。また、健常者における

ラベンダー芳香浴の前後において、血圧及び抑うつ尺度得点が低下した。症例数が限られた診療

記録を用いた後ろ向き検討においては、臨床心理士の介入の有無は、肥満症罹患者のbody 

mass indexに有意な影響を与えなかった。本研究において、紅麹、運動、ヨーガ、ラベンダー、精

神療法の生体への作用及び作用機序の一部が解明されるとともに、肥満症をはじめとした生活習

慣病の治療・予防に対する有効性が示唆された。今後、医療費の抑制、国民の健康、より豊かな

生活に貢献するため、麹由来の食品、運動、ヨーガ、アロマテラピー、認知行動療法などの有用性

に関する研究が、さらに進行することが必要であると考えられる。 
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担当責任者 

藤宮 峯子・札幌医科大学医学部解剖学第二

講座 教授 

矢田 俊彦・自治医科大学医学部生理学講座

統合生理学部門 教授 

上園 保仁・独立行政法人国立がん研究セン

ター研究所がん患者病態生理研究分野 分

野長 

 

Ａ．研究目的 

医学の進歩、経済・社会の発展、環境の多

様化を背景に、多くの疾患の治療・予防が可

能になるとともに、疾患診断閾値、個人の異常

閾値が低下、不快反応が上昇し、国民の医療

に対する要求も変化している。治療抵抗性を

示す、或は原因が同定できない罹患者への治

療、薬物治療から離脱する根治治療、より正

常な、より理想的な状態への欲求に対する治

療、より終末期の質を上げる治療、などが求め

られる時代に移行し、既存の西洋医学を中心

とした医療だけでは十分に対処することが困

難になっている。そのため、より豊かな生活・社

会の実現に向け、西洋医学のみならず、伝統

医学や医学以外の学問を統合し、医療を実践

することが必要とされている。一方、統合医療

を含んだ新たな療法の重要な問題点として、

エビデンスレベルの精度の低さ、作用機序の

解明の遅れが挙げられる。従って、統合医療

の発展のためには、国際的に信頼度の高い科

学的評価法に基づいたエビデンスの構築、そ

の活性化が重要な役割を担っている。 

肥満症は、先進国を中心に罹患率が年々

増加し、糖尿病、高血圧、高脂血症などの生

活習慣病や肝疾患、癌など、様々な器質的疾

患の原因となっているとともに、気分障害や不

安障害などの心の疾患と密接に関係している

。従って、肥満症治療の研究は、肥満症が原

因となる生活習慣病や癌、精神疾患を含んだ

様々な疾患の発症・重症化の抑制にもつなが

り、社会的にも医療経済的にも重要な役割を

担っている。 

本研究は、麹、運動、アロマ、精神療法の有

効性及び作用機序の解明を、特にこころの健

康に焦点を当て、ヒトにおける研究とin vivoに

おける動物、ex vivo、in vitroにおける細胞、受

容体を用いた基礎研究によって行い、より科

学的な根拠に基づく、肥満症などに対する統

合医療のエビデンスレベルの向上に寄与する

ことを目的として実施された。 

 

Ｂ．研究方法 

１．麹、運動、アロマテラピー、精神療法の肥

満症治療に対する技術開発 

１）麹 

（１）高脂肪食飼育マウスにおける紅麹抽出液

の作用 

雄性C57BL/6マウスに、高脂肪食を4週間

給餌させた。その後、これらのマウスを、紅麹

抽出液低用量群、紅麹抽出液高用量群、蒸

留水群、の3群にランダムに分け、10日間、紅

麹抽出液或は蒸留水を1回/日、経口ゾンデに

て投与した。餌と水は自由摂取させ、摂食量、
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飲水量、体重を測定した。経口投与開始から9

日目に、高架式十字迷路による不安様行動評

価を行った。10日目に麻酔下で、採血・放血し

、臓器を摘出した。血液検体にてグルコース、

インスリン、総コレステロール、HDLコレステロ

ール、中性脂肪、コルチコステロン、視床下部

にてcorticotropin - releasing factor (CRF)、

oxytocin 、 arginine – vasopressin (AVP) の

mRNAの発現を測定した。 

 

（２）レプチン受容体欠損db/dbマウスにおける

紅麹抽出液の作用 

雄性db/dbマウスを、紅麹抽出液群、蒸留

水群、の2群にランダムに分け、10日間、紅麹

抽出液或は蒸留水を1回/日、経口ゾンデにて

投与した。餌と水は自由摂取させ、摂食量、飲

水量、体重を測定した。経口投与開始から9日

目に、高架式十字迷路による不安様行動評価

を行った。10日目に麻酔下で、採血・放血し、

臓器を摘出した。血液検体にてグルコース、総

コレステロール、HDLコレステロール、中性脂

肪を測定した。 

 

２）運動 

（１）自発運動 

雄性C57BL/6マウスに、普通食或は高脂肪

食を4週間給餌させた。その後、これらのマウス

を、高脂肪食給餌マウス＋回転輪付ケージ飼

育＋高脂肪食給餌群、高脂肪食給餌マウス＋

非回転輪付ケージ飼育＋高脂肪食給餌、普

通食給餌マウス群＋非回転輪付ケージ飼育

＋普通食給餌、の3群に分け、4週間、餌と水

を自由摂取させ飼育した。摂食量、体重、走

行距離を測定するとともに、3群に分けてから

29日目に、高架式十字迷路装置による不安様

行動を評価した。最終日に麻酔下で、採血・

放血し、臓器を摘出し湿重量を測定した。血

液検体にてグルコース、インスリン、総コレステ

ロール、HDLコレステロール、中性脂肪を測定

した。 

 

（２）ヨーガ 

重篤な既往疾患を有しない、20歳以上40歳

未満の、ヨーガ実施歴のない、健常男性を対

象被験者とし、前日夕食後より絶食とした。研

究当日の午前、空腹期において、問診後に、

身長・体重測定を行い、続いて、椅子座位に

て採血、血圧・脈拍測定、心理テストを施行。

その後、被験者は椅子座位のままで、ブロック

無作為化により、ヨーガ実施群とヨーガ非実施

群の2群に分けられた。ヨーガのビデオを20分

間、音声とともに放映し、ヨーガ実施群は、ビ

デオのヨーガ指導士の指示に従い呼吸、動作

を行い、ヨーガ非実施群は視聴のみとした。ビ

デオ終了後、採血、血圧・脈拍測定、心理テス

トを施行し終了した。血液検体にてグルコース

、インスリン、コルチゾールを測定した。さらに、

被験者は7日後に、ヨーガ実施とヨーガ非実施

を入れ替え、同一の検査を施行した。尚、被験

者は本研究が全て終了するまで、研究参加時

以外でのヨーガの実施を禁止とした。 

 

３）アロマテラピー 

（１）マウスにおけるラベンダーの作用 



- 6 - 
 

①マウスにおけるラベンダー吸入の作用 

雄性C57BL/6マウスを、ラベンダー吸入（低

用量）、ラベンダー吸入（高用量）、ラベンダー

吸入なし、の３群に分け、低用量群にはラベン

ダーの精油、高用量群にはラベンダーの精油

を吸収させた脱脂綿（ラベンダー吸入なし群に

は精油なしの脱脂綿）をケージに入れ、60分

間暴露させた。暴露終了後に麻酔下で、採血

・放血し、臓器を摘出した。血液検体にてコル

チコステロン、視床下部にてCRF、oxytocin、

AVPのmRNAの発現を測定した。 

 

②レプチン受容体欠損db/dbマウスおけるラベ

ンダー吸入の作用 

雄性db/dbマウスを、ラベンダー吸入、ラベ

ンダー吸入なし、の2群にランダムに分け、ラベ

ンダー吸入群にはラベンダーの精油を吸収さ

せた脱脂綿（ラベンダー吸入なし群には精油

なしの脱脂綿）をケージに入れ、60分間暴露さ

せた。暴露終了後に麻酔下で、採血・放血し、

臓器を摘出した。血液検体にてコルチコステロ

ン 、 視 床 下 部 に て CRF 、 oxytocin 、 AVP の

mRNAの発現を測定した。 

 

（２）ヒトにおけるラベンダーの作用 

重篤な既往疾患を有しない、20歳以上40歳

未満の健常男性を対象被験者とし、前日夕食

後より絶食とした。研究当日の午前、空腹期に

おいて、問診後に、身長・体重測定を行い、続

いて、椅子座位にて採血、血圧・脈拍測定、心

理テストを施行。その後、被験者は椅子座位

のままで、ブロック無作為化により、ラベンダー

芳香浴群と蒸留水群の2群に分けられた。紙

エプロンを首にかけ、精油もしくは蒸留水をマ

イクロピペットを用いて滴下した。その後、20分

間の起座位安静とした後、紙エプロンをはずし

、採血、血圧・脈拍測定、心理テストを施行し

終了した。血液検体にてグルコース、インスリ

ン、コルチゾールを測定した。さらに、被験者

は7日後に、被験液をラベンダーと蒸留水とを

入れ替え、同一の検査を施行した。 

 

４）精神療法 

診療記録を用い、鹿児島大学病院呼吸器・

ストレスケアセンター心身医療科の初診外来を

経て、その後、外来或は入院にて治療を受け

たbody mass index (BMI) 25以上50未満（初診

時）の肥満症罹患者において、年齢、性別、

身長、体重、BMI、臨床心理士介入の有無を

調査した。 

 

２．免疫組織化学によるペプチド発現解析 

雄性C57BL/6マウスを、ラベンダー吸入、ラ

ベンダー吸入なし、の2群に分け、ラベンダー

吸入群にはラベンダーの精油を吸収させた脱

脂綿（ラベンダー吸入なし群には精油なしの

脱脂綿）をケージに入れ、60分間暴露させた。

暴露終了後に麻酔下で、左心室よりパラフォ

ルムアルデヒドにてかん流固定し、脳を摘出し

た。室傍核を含む視床下部の連続凍結切片を

作成し、c–Fos抗体とCRF抗体で蛍光二重免

疫組織化学染色を行った。画像の解析は、共

焦点レーザー顕微鏡で行った。 
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３．ラベンダー、麹の神経細胞に対する作用に

関わる研究 

雄性C57BL6マウスの室傍核ニューロンを単

離した。カルシウムイオン蛍光指示薬Fura-2

標識後、灌流下に、蛍光画像解析により、単

一ニューロンの細胞内カルシウムイオン濃度（

[Ca2+]i）を経時的に測定した。灌流液にセロト

ニン（5HT）及びラベンダー精油を添加し、 

[Ca2+]iへの効果を観察した。その後、CRF抗

体を用いて免疫染色を行い、CRFニューロン

を同定した。 

 

４．麹のadiponectin受容体に対する作用に関

わる研究 

ヒト肝がん由来細胞HepG2を播種し、L6 

myotubeにおいて糖の取り込みを有意に上昇

させ、マウスにおいて体重減少効果、過食抑

制効果のある、紅麹抽出液を1、3、6、9、15、

24時間処置し、その後タンパク回収を行った。

回収したサンプルを用いて、ウエスタンブロット

法 に て adenosine monophosphate-activated 

protein kinase (AMPK）活性化ならびにその発

現量を測定した。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究は、鹿児島大学、自治医科大学、独

立行政法人国立がん研究センター研究所の

動物実験倫理委員会、独立行政法人国立が

ん研究センター研究所の遺伝子組み換え実

験管理委員会、鹿児島大学病院の臨床研究

倫理委員会の承認の下施行された。 

 

Ｃ．研究結果 

１．麹、運動、アロマテラピー、精神療法の肥

満症治療に対する技術開発 

１）麹 

（１）高脂肪食飼育マウスにおける紅麹抽出液

の作用 

高脂肪食を4週間給餌させたマウスに対す

る紅麹抽出液の10日間の経口投与（1回/日)

において、紅麹50.0mgの投与は、蒸留水投与

と比較して摂食量、体重を減少させた。血中の

インスリン、homeostasis model assessment of 

insulin resistance (HOMA-IR)、総コレステロー

ル、HDLコレステロールは紅麹抽出液投与に

より減少した。血中の中性脂肪は、紅麹50mg

の投与により、減少傾向を示した。高架式十字

迷路試験における不安様行動、傍精巣上体

脂肪重量、血中のグルコース、コルチコステロ

ン、視床下部のCRF、oxytocin、AVPのmRNA

の発現においては、差を認めなかった。 

 

（２）レプチン受容体欠損db/dbマウスにおける

紅麹抽出液の作用 

遺伝性肥満モデルマウスに対する紅麹抽出

液の10日間の経口投与（1回/日、紅麹12.5mg

）は、摂食量、飲水量、体重、高架式十字迷路

試験における不安様行動、肝臓の重量、血中

のグルコース、総コレステロール、HDLコレステ

ロール、中性脂肪において、蒸留水投与と比

較して差を認めなかった。 

 

２）運動 

（１）自発運動 
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マウスに対する4週間の高脂肪食給餌は、

普通食給餌と比較して体重を増加させた。そ

の後の回転輪付ケージ飼育におけるマウスの

走行距離は、平均10.9±3.9km/日であった。

回転輪付ケージ飼育におけるマウスは、非回

転輪付ケージ飼育と比較して摂食量は増加、

体重は減少した。回転輪付ケージ飼育は、非

回転輪付ケージ飼育と比較して、高架式十字

迷路試験において、不安様行動を減少させた

。臓器重量においては、高脂肪食給餌により、

傍精巣上体脂肪、腓腹筋は増加し、回転輪付

ケージ飼育により、傍精巣上体脂肪は減少し

た。また、高脂肪食給餌＋回転輪付ケージ飼

育により、肝臓の重量は、普通食給餌＋非回

転輪付ケージ飼育と比較して減少した。血中

のインスリン、総コレステロール、HDLコレステ

ロールは高脂肪食給餌により増加し、総コレス

テロールは、回転輪付ケージ飼育により減少

した。HOMA-IRは、高脂肪食給餌＋非回転

輪付ケージ飼育において高値を示した。血中

のグルコース、中性脂肪、コルチコステロンに

おいては、差を認めなかった。 

 

（２）ヨーガ 

ヨーガ実施群の収縮期血圧において、ヨー

ガ実施後は、ヨーガ実施前に比べ低下した。

また、収縮期血圧において、ヨーガ実施後は、

ヨーガ非実施後に比べ低下傾向を示した。ヨ

ー ガ 実 施 群 の STAI (State Trait Anxiety 

Inventory)における不安尺度において、ヨーガ

実施後は、ヨーガ実施前に比べ得点が低下し

た 。 拡 張 期 血 圧 、 脈 拍 、 SDS (Self-Rating 

Depression Scale)における抑うつ尺度、血中の

コルチゾール、グルコース、インスリンに関して

は差を認めなかった。 

 

３）アロマテラピー 

（１）マウスにおけるラベンダーの作用 

正常及び肥満マウスに対するラベンダーの

吸入暴露は、視床下部のCRFの発現を低下さ

せた。視床下部のoxytocin、AVPのmRNAの発

現、血中のコルチコステロンに関しては、ラベ

ンダー吸入なし群と比較して、差を認めなかっ

た。 

 

（２）ヒトにおけるラベンダーの作用 

ラベンダー芳香浴群の収縮期及び拡張期

血圧において、ラベンダー芳香浴後は、ラベ

ンダー芳香浴前に比べ低下した。また、ラベン

ダー芳香浴後は蒸留水群と比較して、収縮期

血圧が低下した。ラベンダー芳香浴群のSDS

における抑うつ尺度において、ラベンダー芳

香浴後は、ラベンダー芳香浴前に比べ得点が

低下した。脈拍、STAIにおける不安尺度、血

中のコルチゾール、グルコース、インスリンに関

しては、差を認めなかった。 

 

４）精神療法 

平成23年1月～平成26年10月の診療記録

において、鹿児島大学病院呼吸器・ストレスケ

アセンター心身医療科の初診外来を経て、そ

の後、外来或は入院にて治療を受け、体重の

フォローを受けた、初診時BMI25以上50未満

の肥満症罹患者は11人で、臨床心理士介入
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有りが6人、無しが5人であった。臨床心理士介

入の有無によるBMIの変化に、差を認めなか

った。 

 

２．免疫組織化学によるペプチド発現解析 

マウスに対するラベンダーの吸入暴露にお

いて、視床下部室傍核におけるCRFの発現は

、ラベンダー吸入なしと比較して、顕著な差を

認めなかったが、c–Fosの発現は増強傾向を

認めた。ラベンダーの吸入暴露において、視

床下部室傍核におけるc–Fosの発現は、ラベ

ンダー吸入なしと比較して、CRFとの共存は少

なく、CRF以外のニューロンにおける発現が認

められた。 

 

３．ラベンダー、麹の神経細胞に対する作用に

関わる研究 

5HTは室傍核CRFニューロンの[Ca2+]iを増

加させ、ラベンダー精油が、この[Ca2+]i増加を

抑制することが明らかになった。 

 

４．麹のadiponectin受容体に対する作用に関

わる研究 

ヒト肝がん由来細胞HepG2を無血清下で培

養を行うと、時間依存的にAMPKの活性化が

認められた。そのピークは９時間後であり、そ

の後、徐々に活性は低下した。紅麹抽出液は

無血清下のコントロールと比較し、AMPKのリン

酸化活性にほとんど影響を与えなかった。しか

し、AMPKタンパク質については、コントロール

と比較し、その発現量を時間依存的に増加さ

せることがわかった。 

 

Ｄ．考察 

本研究においては、ヒトにおける研究とin 

vivoにおける動物、ex vivo、in vitroにおける細

胞、受容体を用いた基礎研究により、麹、運動

、アロマ、精神療法の生体への作用及び作用

機序の解明を行い、生体への作用及び作用

機序の一部が示された。また、紅麹の経口摂

取、運動、ラベンダーが、肥満症をはじめとし

た生活習慣病に有用である可能性が示唆され

た。肥満症罹患者に対する臨床心理士の介

入の有無による、BMIの変化に関する検討に

おいては、今後、研究対象人数を増やして検

討する必要性が考えられる。 

より豊かな生活・社会の実現に向けて、西洋

医学ではない伝統医学などを含んだ療法を、

単に現在のエビデンスレベルが低いだけの理

由から否定することは、エビデンスレベルの低

さが科学的な解明の遅れの主要因の一つとし

て考えられる以上、避けるべきであると考えら

れる。今後、統合医療の発展のためには、医

学のみならず様々な分野が連携し、国際基準

を意識しながら互いに研鑚し、信頼度の高い

多様なパラダイムを用い、有効性、作用機序、

安全性に関する、科学的なエビデンスレベル

の向上に取り組んでいくことが必要とされる。 

 

Ｅ．結論 

本研究において、麹、運動、アロマ、精神療

法の生体への作用及び作用機序の一部が解

明された。本研究結果は、麹、運動、アロマ、

精神療法などを含んだ、統合医療の肥満症を
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はじめとした様々な疾患の治療・予防に関する

科学的なエビデンスレベルの向上に、貢献す

るものと考えられる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

特記事項なし 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 

なし 

２．学会発表 

なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む） 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 
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Ⅱ．委託業務成果報告（業務項目） 
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厚生労働科学研究委託費（地域医療基盤開発推進研究事業） 

委託業務成果報告（業務項目） 

 

麹、運動、アロマテラピー、精神療法の肥満症治療に対する技術開発 

 

担当責任者 浅川 明弘 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科社会行動医学講座 

心身内科学分野 准教授 

 

研究要旨 

本研究は、先進国を中心に罹患率が年々増加し、様々な疾患の原因となっている肥満症に対

する麹、運動、アロマ、精神療法の有効性及び作用機序の解明を、特にこころの健康に焦点を当

て、ヒトにおける研究とin vivoにおける動物を用いた基礎研究によって行い、より科学的な根拠に

基づく、統合医療のエビデンスレベルの向上に寄与することを目的として実施された。本研究にお

いて、食餌性肥満モデルマウスへの紅麹抽出液の経口投与が、摂食量、体重を減少、糖・脂質代

謝を改善させた。食餌性肥満モデルマウスにおける回転輪による運動は、体重を減少、不安様行

動を減弱、糖・脂質代謝を改善させた。また、健常者におけるヨーガ実施の前後において、収縮期

血圧及び不安尺度得点が低下した。ラベンダーの吸入は、正常及び肥満マウスを用いた研究に

おいて、視床下部のcorticotropin - releasing factorのmRNAの発現を低下させた。また、健常者に

おけるラベンダー芳香浴の前後において、血圧及び抑うつ尺度得点が低下した。症例数が限られ

た診療記録を用いた後ろ向き検討においては、臨床心理士の介入の有無は、肥満症罹患者の

body mass indexに有意な影響を与えなかった。今後、医療費の抑制、国民の健康、より豊かな生

活に貢献するため、麹由来の食品、ヨーガ、アロマテラピー、認知行動療法などの有用性に関する

研究が、さらに進行することが必要であると考えられる。 

 

Ａ．研究目的 

１．麹 

肥満症に対する機能性食品による治療法の

開発は、社会的にも医療経済的にも重要な研

究課題の１つになっている。麹は、日本の伝統

的な食品である清酒、焼酎、味噌、醤油などの

発酵食品に使用され、プロテアーゼ活性や抗

酸化活性などの多くの作用を有することが知ら

れている。本研究担当責任者らはこれまでに、

米麹（紅麹を含む）の高脂肪食への混餌が、

マウスの体重増加と血糖値上昇を抑制するこ

とを報告している。本研究においては、高脂肪

食飼育による肥満マウス及びレプチン受容体

欠損肥満マウスに対する、紅麹抽出液の経口
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投与の効果を評価した。 

 

２．運動 

１）自発運動 

肥満症の罹患率は年々、先進国を中心に

増加し、糖尿病、高血圧、高脂血症などの生

活習慣病や肝疾患、癌など、様々な器質的疾

患の原因となっているとともに、気分障害や不

安障害などの心の疾患と密接に関係している

。これまでに、高脂肪食飼育による肥満マウス

に お け る 、 抑 う つ 様 行 動 、 中 枢 の brain - 

derived neurotrophic factorの増加、記憶学習

の低下などが報告されている。本研究におい

ては、高脂肪食飼育による肥満マウスを用い

て、運動の摂食、体重、不安行動、糖・脂質代

謝などへの影響に関して検討した。 

 

２）ヨーガ 

ヨーガは古く、インダス文明インドにおいて

発祥したとされ、身体の柔軟性、心肺免疫機

能の向上、リラクゼーション効果などを有すると

報告されている。しかし、ヨーガ施行による生

体への作用を、対照群と比較した報告はほと

んどなく、その作用と作用機序の科学的解明

は十分ではない。ヨーガのストレス緩和作用が

科学的に証明できれば、社会的にも、医療経

済的にも大きく貢献できるものと考えられる。本

研究においては、ヨーガによるストレス緩和作

用とその作用機序を、心理テストと血中のスト

レス関連ホルモンの測定を中心に検討した。 

 

３．アロマテラピー 

１）マウスにおけるラベンダーの作用 

植物の香りの成分は、古来より心身に影響

を及ぼすことが知られ、広く日常生活において

使用されてきた。ラベンダーは、アロマの精油

の中で使用頻度が最も高く、鎮静や催眠作用

などを期待して用いられている。これまでに動

物実験において、吸入や腹腔内投与による不

安緩解作用や、薬剤性の記憶学習障害・抑う

つに対する改善効果などが報告されている。

しかし、多くは行動発現のみに関しての報告

であり、その作用機序の解析が遅れている。本

研究においては、ラベンダーの吸入によるスト

レス緩和作用に関して、視床下部‐下垂体‐副

腎軸とoxytocin、arginine – vasopressin (AVP)

に焦点を当てて、マウスを用いて検討した。 

 

２）ヒトにおけるラベンダーの作用 

アロマテラピーは古くから、西欧において植

物の香りや成分を利用した健康法として使用

され，免疫能の向上や呼吸器系、精神系疾患

などに対して有効であると報告されている。ラ

ベンダーオイルは、アロマテラピーの中で使用

頻度の最も高い精油であり、不安や緊張、痛

みを軽減することなどを目的に使われ、ラベン

ダー吸入の前後の比較により、不安、緊張、痛

みなどが軽減したとする報告が存在する。しか

し、対照群と比較した報告はほとんどなく、そ

の作用機序も明確ではない。本研究において

は、ラベンダーの吸入によるストレス緩和作用

とその作用機序を、心理テストと血中のストレス

関連ホルモンの測定を中心に検討した。 
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４．精神療法 

行動療法と認知療法・論理情動療法が統合

した認知行動療法は、1970年代から心理療法

として広く使用されている。これまでに、肥満患

者に対する認知行動療法が体重を減少させ、

肥満症治療に有用であることが報告されてい

る。しかし、実際の日常診療の現場において

は、内容、期間などが確立した一定の認知行

動療法を施行することは困難である。一定の

認知行動療法を施行することができなくても、

肥満症において臨床心理士介入の有効性が

証明できれば、補完代替医療における新たな

治療法の開発に貢献すると考えられる。本研

究においては、肥満症罹患者における臨床心

理士介入の有効性について、過去の診療記

録を用い、介入の有無によるbody mass index 

(BMI)の変化を調べることによって検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

１．麹 

１）高脂肪食飼育マウスにおける紅麹抽出液

の作用 

6週齢の雄性C57BL/6マウスを1週間間個

別ケージにて飼育し、環境に馴化させた後、

高脂肪食（脂肪40kcal%, 炭水化物40kcal%, タ

ンパク20kcal%）を4週間給餌させた。その後、こ

れらのマウスを、（１）紅麹抽出液低用量群、（２

）紅麹抽出液高用量群、（３）蒸留水群、の3群

（各群6-7匹）にランダムに分け、10日間、紅麹

抽出液（紅麹12.5mg或は50.0mg）或は蒸留水

を1回/日、経口ゾンデにて投与した。餌と水は

自由摂取させ、摂食量、飲水量、体重を測定

した。経口投与開始から9日目に、高架式十字

迷路による不安様行動評価を行った。10日目

に麻酔下で、採血・放血し、臓器を摘出し湿重

量を測定した。血液検体にてグルコース、イン

スリン、総コレステロール、HDLコレステロール

、中性脂肪、コルチコステロン、視床下部にて

corticotropin - releasing factor (CRF) 、

oxytocin、AVPのmRNAの発現を測定した。 

本研究は、担当責任者の他、八木孝和（鹿

児島大学医学部歯学部附属病院講師）、安宅

弘司（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科

講師）、鈴木 甫（鹿児島大学医学部歯学部

附属病院医員）、緒方慶三郎（鹿児島大学大

学院医歯学総合研究科大学院生）が中心とな

って施行された。 

（倫理面への配慮） 

本研究は、鹿児島大学の動物実験倫理委

員会の承認の下、動物の生命倫理に十分に

配慮して施行された。 

 

２）レプチン受容体欠損db/dbマウスにおける

紅麹抽出液の作用 

6週齢の雄性db/dbマウスを1週間間個別ケ

ージにて飼育し、環境に馴化させた後、（１）紅

麹抽出液群、（２）蒸留水群、の2群（各群10匹

）にランダムに分け、10日間、紅麹抽出液（紅

麹12.5mg）或は蒸留水を1回/日、経口ゾンデ

にて投与した。餌と水は自由摂取させ、摂食

量、飲水量、体重を測定した。経口投与開始

から9日目に、高架式十字迷路による不安様

行動評価を行った。10日目に麻酔下で、採血

・放血し、臓器を摘出し湿重量を測定した。血
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液検体にてグルコース、総コレステロール、

HDLコレステロール、中性脂肪を測定した。 

本研究は、担当責任者の他、八木孝和（鹿

児島大学医学部歯学部附属病院講師）、安宅

弘司（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科

講師）、鈴木 甫（鹿児島大学医学部歯学部

附属病院医員）、緒方慶三郎（鹿児島大学大

学院医歯学総合研究科大学院生）が中心とな

って施行された。 

（倫理面への配慮） 

本研究は、鹿児島大学の動物実験倫理委

員会の承認の下、動物の生命倫理に十分に

配慮して施行された。 

 

２．運動 

１）自発運動 

6週齢の雄性C57BL/6マウスを1週間間個

別ケージにて飼育し、環境に馴化させた後、

普通食（脂肪10kcal%, 炭水化物70kcal%, タン

パク20kcal%）或は高脂肪食（脂肪40kcal%, 炭

水化物40kcal%, タンパク20kcal%）を4週間給

餌させた。その後、これらのマウスを、（１）高脂

肪食給餌マウス＋回転輪付ケージ飼育＋高

脂肪食給餌群、（２）高脂肪食給餌マウス＋非

回転輪付ケージ飼育＋高脂肪食給餌、（３）普

通食給餌マウス群＋非回転輪付ケージ飼育

＋普通食給餌、の3群（各群6匹）に分け、4週

間、餌と水は自由摂取させ飼育した。摂食量、

体重、走行距離を測定するとともに、3群に分

けてから29日目に、高架式十字迷路装置によ

る不安様行動を評価した。最終日に麻酔下で

、採血・放血し、臓器を摘出し湿重量を測定し

た。血液検体にてグルコース、インスリン、総コ

レステロール、HDLコレステロール、中性脂肪

を測定した。 

本研究は、担当責任者の他、安宅弘司（鹿

児島大学大学院医歯学総合研究科講師）、鈴

木 甫（鹿児島大学医学部歯学部附属病院医

員）、八木孝和（鹿児島大学医学部歯学部附

属病院講師）、緒方慶三郎（鹿児島大学大学

院医歯学総合研究科大学院生）が中心となっ

て施行された。 

（倫理面への配慮） 

本研究は、鹿児島大学の動物実験倫理委

員会の承認の下、動物の生命倫理に十分に

配慮して施行された。 

 

２）ヨーガ 

重篤な既往疾患を有しない、20歳以上40歳

未満のヨーガ実施歴のない、健常男性を対象

被験者とし、前日夕食後より絶食とした。研究

当日の午前、空腹期において、問診後に、身

長・体重測定を行い、続いて、椅子座位にて

採血、血圧・脈拍測定、心理テスト（STAI: 

State Trait Anxiety Inventory 、 SDS: 

Self-Rating Depression Scale）を施行。その後

、被験者は椅子座位（開眼・閉眼に制約なし）

のままで、ブロック無作為化により、ヨーガ実施

群とヨーガ非実施群の2群に分けられた。ヨー

ガのビデオを20分間、音声とともに放映し、ヨ

ーガ実施群は、ビデオのヨーガ指導士の指示

に従い呼吸、動作を行い、ヨーガ非実施群は

視聴のみとした。ビデオ終了後、採血、血圧・

脈拍測定、心理テストを施行し終了した。血液
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検体にてグルコース、インスリン、コルチゾール

を測定した。さらに、被験者は7日後に、ヨーガ

実施とヨーガ非実施を入れ替え、同一の検査

を施行した。尚、被験者は本研究が全て終了

するまで、研究参加時以外でのヨーガの実施

を禁止とした。 

本研究は、担当責任者の他、緒方慶三郎、

福元崇真（鹿児島大学大学院医歯学総合研

究科大学院生）が中心となって施行された。 

（倫理面への配慮） 

本研究は、鹿児島大学病院の臨床研究倫

理委員会の承認の下、研究参加者に対するイ

ンフォームド・コンセントを得て施行された。 

 

３．アロマテラピー 

１）マウスにおけるラベンダーの作用 

（１）マウスにおけるラベンダー吸入の作用 

7週齢の雄性C57BL/6マウスを1週間個別ケ

ージにて飼育し、環境に馴化させた後、①ラ

ベンダー吸入（低用量）、②ラベンダー吸入（

高用量）、③ラベンダー吸入なし、の３群（各群 

5-8匹）に分け、低用量群にはラベンダー

(Lavandula angustifolia ssp. Angustifolia)の精

油5μl、高用量群にはラベンダーの精油50μl

を吸収させた脱脂綿（ラベンダー吸入なし群に

は精油なしの脱脂綿）をケージに入れ、60分

間吸入させた。暴露終了後に麻酔下で、採血

・放血し、臓器を摘出した。血液検体にてコル

チコステロン、視床下部にてCRF、oxytocin、

AVPのmRNAの発現を測定した。 

本研究は、担当責任者の他、鈴木 甫（鹿

児島大学医学部歯学部附属病院医員）、安宅

弘司（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科

講師）、八木孝和（鹿児島大学医学部歯学部

附属病院講師）、緒方慶三郎（鹿児島大学大

学院医歯学総合研究科大学院生）が中心とな

って施行された。 

（倫理面への配慮） 

本研究は、鹿児島大学の動物実験倫理委

員会の承認の下、動物の生命倫理に十分に

配慮して施行された。 

 

（２）レプチン受容体欠損db/dbマウスおけるラ

ベンダー吸入の作用 

9週齢の雄性db/dbマウスを1週間個別ケー

ジにて飼育し、環境に馴化させた後、①ラベン

ダー吸入、②ラベンダー吸入なし、の2群（各

群10匹）にランダムに分け、ラベンダー吸入群

にはラベンダーの精油50μlを吸収させた脱脂

綿（ラベンダー吸入なし群には精油なしの脱

脂綿）をケージに入れ、60分間吸入させた。暴

露終了後に麻酔下で、採血・放血し、臓器を

摘出した。血液検体にてコルチコステロン、視

床下部にてCRF、oxytocin、AVPのmRNAの発

現を測定した。 

本研究は、担当責任者の他、鈴木 甫（鹿

児島大学医学部歯学部附属病院医員）、安宅

弘司（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科

講師）、八木孝和（鹿児島大学医学部歯学部

附属病院講師）、緒方慶三郎（鹿児島大学大

学院医歯学総合研究科大学院生）が中心とな

って施行された。 

（倫理面への配慮） 

本研究は、鹿児島大学の動物実験倫理委



員会の承認の下、

配慮して施行された。

 

２）ヒトにおける

重篤な既往疾患を有しない、

未満の健常男性を対象被験者とし、前日夕食

後より絶食とした。研究当日の午前、空腹期に

おいて、問診後に、身長・体重測定を行い、続

いて、椅子座位にて、採血、血圧・脈拍測定、

心理テスト（

者は椅子座位（開眼・閉眼に制約なし）のまま

で、ブロック無作為化により、ラベンダー芳香

浴群と蒸留水群の

ンを首にかけ、下顎から

（Lavandula angustifolia

もしくは蒸留水

て滴下

た後、紙エプロンをはずし、採血、血圧・脈拍

測定、心理テストを施行し終了した。血液検体

にてグルコース、インスリン、コルチゾールを測

定した。さらに、被験者は

ベンダーと蒸留水とを入れ替え、同一の検査

を施行した。

本研究は、担当責任者の他、

福元崇真（鹿児島大学大学院医歯学総合研

究科大学院生）が中心となって施行された。

（倫理面への配慮）

本研究は、

理委員会

ンフォームド・コンセントを得て施行された。

 

４．精神療法

員会の承認の下、

配慮して施行された。

２）ヒトにおけるラベンダーの作用

重篤な既往疾患を有しない、

未満の健常男性を対象被験者とし、前日夕食

後より絶食とした。研究当日の午前、空腹期に

おいて、問診後に、身長・体重測定を行い、続

いて、椅子座位にて、採血、血圧・脈拍測定、

心理テスト（STAI、

者は椅子座位（開眼・閉眼に制約なし）のまま

で、ブロック無作為化により、ラベンダー芳香

浴群と蒸留水群の

ンを首にかけ、下顎から

Lavandula angustifolia

もしくは蒸留水75ul

て滴下した。その後

た後、紙エプロンをはずし、採血、血圧・脈拍

測定、心理テストを施行し終了した。血液検体

にてグルコース、インスリン、コルチゾールを測

定した。さらに、被験者は

ベンダーと蒸留水とを入れ替え、同一の検査

を施行した。 

本研究は、担当責任者の他、

福元崇真（鹿児島大学大学院医歯学総合研

究科大学院生）が中心となって施行された。

（倫理面への配慮）

本研究は、鹿児島大学病院の臨床研究倫

理委員会の承認の下、研究参加者に対する

ンフォームド・コンセントを得て施行された。

４．精神療法 

員会の承認の下、動物の生命倫理に十分に

配慮して施行された。 

ラベンダーの作用

重篤な既往疾患を有しない、

未満の健常男性を対象被験者とし、前日夕食

後より絶食とした。研究当日の午前、空腹期に

おいて、問診後に、身長・体重測定を行い、続

いて、椅子座位にて、採血、血圧・脈拍測定、

、SDS）を施行。その後、被験

者は椅子座位（開眼・閉眼に制約なし）のまま

で、ブロック無作為化により、ラベンダー芳香

浴群と蒸留水群の2群に分けられ

ンを首にかけ、下顎から30ｃｍの位置に、

Lavandula angustifolia ssp. A

75ulを、マイクロピペットを用い

た。その後、20分間の起座位安静とし

た後、紙エプロンをはずし、採血、血圧・脈拍

測定、心理テストを施行し終了した。血液検体

にてグルコース、インスリン、コルチゾールを測

定した。さらに、被験者は7日後に、被験液をラ

ベンダーと蒸留水とを入れ替え、同一の検査

本研究は、担当責任者の他、

福元崇真（鹿児島大学大学院医歯学総合研

究科大学院生）が中心となって施行された。

（倫理面への配慮） 

鹿児島大学病院の臨床研究倫

の承認の下、研究参加者に対する

ンフォームド・コンセントを得て施行された。

動物の生命倫理に十分に

ラベンダーの作用 

重篤な既往疾患を有しない、20歳以上40

未満の健常男性を対象被験者とし、前日夕食

後より絶食とした。研究当日の午前、空腹期に

おいて、問診後に、身長・体重測定を行い、続

いて、椅子座位にて、採血、血圧・脈拍測定、

）を施行。その後、被験

者は椅子座位（開眼・閉眼に制約なし）のまま

で、ブロック無作為化により、ラベンダー芳香

られた。紙エプロ

ｃｍの位置に、精油

Angustifolia）75ul

マイクロピペットを用い

分間の起座位安静とし

た後、紙エプロンをはずし、採血、血圧・脈拍

測定、心理テストを施行し終了した。血液検体

にてグルコース、インスリン、コルチゾールを測

日後に、被験液をラ

ベンダーと蒸留水とを入れ替え、同一の検査

本研究は、担当責任者の他、緒方慶三郎、

福元崇真（鹿児島大学大学院医歯学総合研

究科大学院生）が中心となって施行された。

鹿児島大学病院の臨床研究倫

の承認の下、研究参加者に対する

ンフォームド・コンセントを得て施行された。
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動物の生命倫理に十分に

40歳

未満の健常男性を対象被験者とし、前日夕食

後より絶食とした。研究当日の午前、空腹期に

おいて、問診後に、身長・体重測定を行い、続

いて、椅子座位にて、採血、血圧・脈拍測定、

）を施行。その後、被験

者は椅子座位（開眼・閉眼に制約なし）のまま

で、ブロック無作為化により、ラベンダー芳香

た。紙エプロ

精油

75ul

マイクロピペットを用い

分間の起座位安静とし

た後、紙エプロンをはずし、採血、血圧・脈拍

測定、心理テストを施行し終了した。血液検体

にてグルコース、インスリン、コルチゾールを測

日後に、被験液をラ

ベンダーと蒸留水とを入れ替え、同一の検査

緒方慶三郎、 

福元崇真（鹿児島大学大学院医歯学総合研

究科大学院生）が中心となって施行された。 

鹿児島大学病院の臨床研究倫

の承認の下、研究参加者に対するイ

ンフォームド・コンセントを得て施行された。 

平成

を用い、鹿児島大学病院呼吸器・ストレスケア

センター心身医療科の初診外来を経て、その

後、

上50

、年齢、性別、身長、体重、

介入の有無を調査した。

本研究は、担当責任者の他、

方慶三郎（鹿児島大学大学院医歯学総合研

究科大学院生）が中心となって施行された。

（倫理面への配慮）

本研究は、

理委員会

して施行された。

 

Ｃ．研究結果

１．麹

１）高脂肪食飼育マウスにおける

の作用

高脂肪食

、C57BL/6

間の経口投与（

の投与は、蒸留水投与

重を減少させた

 

図1.1.1

 

平成23年1月～平成

を用い、鹿児島大学病院呼吸器・ストレスケア

センター心身医療科の初診外来を経て、その

、外来或は入院にて治療を受けた

50未満（初診時）の肥満症罹患者において

、年齢、性別、身長、体重、

介入の有無を調査した。

本研究は、担当責任者の他、

方慶三郎（鹿児島大学大学院医歯学総合研

究科大学院生）が中心となって施行された。

（倫理面への配慮）

本研究は、鹿児島大学病院の臨床研究倫

理委員会の承認の下、人権擁護に十分配慮

して施行された。

Ｃ．研究結果 

１．麹 

高脂肪食飼育マウスにおける

の作用 

高脂肪食（脂肪

C57BL/6マウス

間の経口投与（1

の投与は、蒸留水投与

重を減少させた

 

1.1.1 

月～平成26年

を用い、鹿児島大学病院呼吸器・ストレスケア

センター心身医療科の初診外来を経て、その

入院にて治療を受けた

未満（初診時）の肥満症罹患者において

、年齢、性別、身長、体重、

介入の有無を調査した。 

本研究は、担当責任者の他、

方慶三郎（鹿児島大学大学院医歯学総合研

究科大学院生）が中心となって施行された。

（倫理面への配慮） 

鹿児島大学病院の臨床研究倫

の承認の下、人権擁護に十分配慮

して施行された。 

高脂肪食飼育マウスにおける

（脂肪40kcal%）を

マウスに対する紅麹抽出液の

1回/日)において、紅麹

の投与は、蒸留水投与と比較して

重を減少させた（図1.1.1及び

年10月の診療記録

を用い、鹿児島大学病院呼吸器・ストレスケア

センター心身医療科の初診外来を経て、その

入院にて治療を受けたBMI

未満（初診時）の肥満症罹患者において

、年齢、性別、身長、体重、BMI、臨床心理士

本研究は、担当責任者の他、福元崇真、緒

方慶三郎（鹿児島大学大学院医歯学総合研

究科大学院生）が中心となって施行された。

鹿児島大学病院の臨床研究倫

の承認の下、人権擁護に十分配慮

高脂肪食飼育マウスにおける紅麹抽出液

を4週間給餌させた

に対する紅麹抽出液の

において、紅麹50.0mg

と比較して摂食量、体

及び1.1.2)。 

月の診療記録

を用い、鹿児島大学病院呼吸器・ストレスケア

センター心身医療科の初診外来を経て、その

BMI 25以

未満（初診時）の肥満症罹患者において

、臨床心理士

福元崇真、緒

方慶三郎（鹿児島大学大学院医歯学総合研

究科大学院生）が中心となって施行された。 

鹿児島大学病院の臨床研究倫

の承認の下、人権擁護に十分配慮

紅麹抽出液

週間給餌させた

に対する紅麹抽出液の10日

50.0mg

摂食量、体

 



図1.1.2

 

 

血中のインスリン

レステロール

of insulin resistance

液投与

性脂肪は、紅麹

示した

 

図1.1.

 

 

 

 

 

1.1.2 

血中のインスリン

レステロール、homeostasis model assessment 

of insulin resistance

液投与により減少し

性脂肪は、紅麹50mg

示した（P<0.10）。 

1.1.3 

血中のインスリン、総コレステロール、

omeostasis model assessment 

of insulin resistance (HOMA-

により減少した（図1.1.3

50mgの投与により

 

総コレステロール、HDL

omeostasis model assessment 

-IR)は、紅麹抽出

1.1.3-6)。血中の中

の投与により減少傾向を
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HDLコ

omeostasis model assessment 

紅麹抽出

血中の中

減少傾向を

 

図1.1.

 

 

図1.1.

 

 

高架式十字迷路試験における不安様行動

、傍精巣上体脂肪重量、

ルチコステロン、視床下部の

AVP

かった。

1.1.4 

1.1.5 

高架式十字迷路試験における不安様行動

傍精巣上体脂肪重量、

ルチコステロン、視床下部の

AVPのmRNAの発現においては、差を認めな

かった。 

高架式十字迷路試験における不安様行動

傍精巣上体脂肪重量、血中のグルコース、コ

ルチコステロン、視床下部の

の発現においては、差を認めな

高架式十字迷路試験における不安様行動

血中のグルコース、コ

ルチコステロン、視床下部のCRF、oxytocin

の発現においては、差を認めな

 

 

高架式十字迷路試験における不安様行動

血中のグルコース、コ

oxytocin、

の発現においては、差を認めな



図1.1.

 

 

２）レプチン受容体欠損

紅麹抽出液の作用

遺伝性肥満モデルマウスである

スに対する紅麹抽出液の

1回/日、

体重は、蒸留水投与

った。高架式十字迷路試験においても、

抽出液投与

た。肝臓の重量、血中のグルコース、総コレス

テロール、

いても差を認めなかった。

 

２．運動

１）自発運動

C57BL/6

給餌

1.1.6 

２）レプチン受容体欠損

紅麹抽出液の作用

遺伝性肥満モデルマウスである

に対する紅麹抽出液の

日、12.5mg)において、摂食量、飲水量、

体重は、蒸留水投与

った。高架式十字迷路試験においても、

抽出液投与は、蒸留水投与

肝臓の重量、血中のグルコース、総コレス

テロール、HDLコレステロール、中性脂肪にお

いても差を認めなかった。

２．運動 

１）自発運動 

C57BL/6マウスに対する

給餌（脂肪40kcal%

２）レプチン受容体欠損db/db

紅麹抽出液の作用 

遺伝性肥満モデルマウスである

に対する紅麹抽出液の10日間の経口投与（

において、摂食量、飲水量、

体重は、蒸留水投与と比較して差

った。高架式十字迷路試験においても、

蒸留水投与と差を認めなかっ

肝臓の重量、血中のグルコース、総コレス

コレステロール、中性脂肪にお

いても差を認めなかった。 

マウスに対する4週間の高脂肪食

40kcal%）は、普通食給餌

db/dbマウスにおける

遺伝性肥満モデルマウスである、db/dbマウ

日間の経口投与（

において、摂食量、飲水量、

と比較して差を認めなか

った。高架式十字迷路試験においても、紅麹

と差を認めなかっ

肝臓の重量、血中のグルコース、総コレス

コレステロール、中性脂肪にお

週間の高脂肪食

普通食給餌（脂肪
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マウスにおける

マウ

日間の経口投与（

において、摂食量、飲水量、

なか

紅麹

と差を認めなかっ

肝臓の重量、血中のグルコース、総コレス

コレステロール、中性脂肪にお

週間の高脂肪食

（脂肪

10kcal%

の回転輪付ケージ飼育におけるマウスの走行

距離は

2.1.1

は、

が増加、体重は減少した（図

 

図2.1.1

 

 

図2.1.2

 

 

0kcal%）と比較して

回転輪付ケージ飼育におけるマウスの走行

距離は、平均10.9

2.1.1）。回転輪付ケージ飼育におけるマウス

、非回転輪付ケージ飼育と比較して摂食量

増加、体重は減少した（図

 

2.1.1 

2.1.2 

と比較して体重を増加させた。

回転輪付ケージ飼育におけるマウスの走行

10.9±3.9km/

）。回転輪付ケージ飼育におけるマウス

非回転輪付ケージ飼育と比較して摂食量

増加、体重は減少した（図

体重を増加させた。その後

回転輪付ケージ飼育におけるマウスの走行

km/日であった（図

）。回転輪付ケージ飼育におけるマウス

非回転輪付ケージ飼育と比較して摂食量

増加、体重は減少した（図2.1.2及び2.1.3)

その後

回転輪付ケージ飼育におけるマウスの走行

日であった（図

）。回転輪付ケージ飼育におけるマウス

非回転輪付ケージ飼育と比較して摂食量

2.1.3)。 

 

 



図2.1.3

 

 

回転輪付ケージ飼育は、非回転輪付ケージ

飼育と比較して、高架式十字迷路試験におい

て、不安様行動を減少させた（図

重量においては、

巣上体脂肪、腓腹筋は増加し、回転輪付ケー

ジ飼育により、傍精巣上体脂肪は減少した（図

2.1.5

輪付ケージ飼育により、肝臓の重量は、普通

食給餌＋非回転輪付ケージ飼育と比較して、

減少した。

、HDL

増加し、

飼育により減少した（図

 

 

 

2.1.3 

回転輪付ケージ飼育は、非回転輪付ケージ

飼育と比較して、高架式十字迷路試験におい

て、不安様行動を減少させた（図

重量においては、

巣上体脂肪、腓腹筋は増加し、回転輪付ケー

ジ飼育により、傍精巣上体脂肪は減少した（図

2.1.5及び2.1.6）。また

輪付ケージ飼育により、肝臓の重量は、普通

食給餌＋非回転輪付ケージ飼育と比較して、

減少した。血中のインスリン、総コレステロール

HDLコレステロールは

増加し、総コレステロールは

飼育により減少した（図

回転輪付ケージ飼育は、非回転輪付ケージ

飼育と比較して、高架式十字迷路試験におい

て、不安様行動を減少させた（図

重量においては、高脂肪食給餌により、傍精

巣上体脂肪、腓腹筋は増加し、回転輪付ケー

ジ飼育により、傍精巣上体脂肪は減少した（図

）。また、高脂肪食給餌＋回転

輪付ケージ飼育により、肝臓の重量は、普通

食給餌＋非回転輪付ケージ飼育と比較して、

血中のインスリン、総コレステロール

コレステロールは、高脂肪食

総コレステロールは、

飼育により減少した（図2.1.7-9

回転輪付ケージ飼育は、非回転輪付ケージ

飼育と比較して、高架式十字迷路試験におい

て、不安様行動を減少させた（図2.1.4）。臓器

給餌により、傍精

巣上体脂肪、腓腹筋は増加し、回転輪付ケー

ジ飼育により、傍精巣上体脂肪は減少した（図

高脂肪食給餌＋回転

輪付ケージ飼育により、肝臓の重量は、普通

食給餌＋非回転輪付ケージ飼育と比較して、

血中のインスリン、総コレステロール

高脂肪食給餌により

回転輪付ケージ

9）。 
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回転輪付ケージ飼育は、非回転輪付ケージ

飼育と比較して、高架式十字迷路試験におい

臓器

給餌により、傍精

巣上体脂肪、腓腹筋は増加し、回転輪付ケー

ジ飼育により、傍精巣上体脂肪は減少した（図

高脂肪食給餌＋回転

輪付ケージ飼育により、肝臓の重量は、普通

食給餌＋非回転輪付ケージ飼育と比較して、

血中のインスリン、総コレステロール

給餌により

回転輪付ケージ

図2.1.4

 

 

図2.1.5

 

 

HOMA

ケージ飼育において高値を示した（図

。 

 

 

2.1.4 

2.1.5 

HOMA-IRは、

ケージ飼育において高値を示した（図

 

 

 

、高脂肪食給餌＋非回転輪付

ケージ飼育において高値を示した（図

高脂肪食給餌＋非回転輪付

ケージ飼育において高値を示した（図2.1.10

 

 

高脂肪食給餌＋非回転輪付

2.1.10）



図2.1.6

 

 

図2.1.7

 

 

血中のグルコース、中性脂肪、コルチコステ

ロンにおいては、差を認めなかった。

 

 

 

 

2.1.6 

2.1.7 

血中のグルコース、中性脂肪、コルチコステ

ロンにおいては、差を認めなかった。

血中のグルコース、中性脂肪、コルチコステ

ロンにおいては、差を認めなかった。

血中のグルコース、中性脂肪、コルチコステ

ロンにおいては、差を認めなかった。 
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血中のグルコース、中性脂肪、コルチコステ

図2.1.8

 

 

図2.1.9

 

 

 

 

 

 

 

2.1.8 

2.1.9 

 

 



図2.1.10

 

 

２）ヨーガ

ヨーガ実施とヨーガ非実施の

比較試験

常男性

1.28）によって実施された。ヨーガ実施群の収

縮期血圧において、ヨーガ実施後は、ヨーガ

実施前に比べ低下した（図

期血圧において、ヨーガ実施後は、ヨーガ非

実施後に比べ低下傾向を示した（

ーガ実施群の

て、ヨーガ実施後は、ヨーガ実施前に比べ得

点が低下した（図

SDSにおける抑うつ尺度、血中のコルチゾール

、グルコース、インスリンに関し

かった（表

 

 

 

 

 

2.1.10 

２）ヨーガ 

ヨーガ実施とヨーガ非実施の

比較試験は、重篤な既往疾患を有しない、健

常男性7人（年齢

）によって実施された。ヨーガ実施群の収

縮期血圧において、ヨーガ実施後は、ヨーガ

実施前に比べ低下した（図

期血圧において、ヨーガ実施後は、ヨーガ非

実施後に比べ低下傾向を示した（

ーガ実施群のSTAI

て、ヨーガ実施後は、ヨーガ実施前に比べ得

点が低下した（図

における抑うつ尺度、血中のコルチゾール

、グルコース、インスリンに関し

かった（表2.2）。 

ヨーガ実施とヨーガ非実施の

重篤な既往疾患を有しない、健

人（年齢28.57±1.88

）によって実施された。ヨーガ実施群の収

縮期血圧において、ヨーガ実施後は、ヨーガ

実施前に比べ低下した（図2.2.1

期血圧において、ヨーガ実施後は、ヨーガ非

実施後に比べ低下傾向を示した（

STAIにおける不安尺度におい

て、ヨーガ実施後は、ヨーガ実施前に比べ得

点が低下した（図2.2.2）。拡張期血圧、脈拍、

における抑うつ尺度、血中のコルチゾール

、グルコース、インスリンに関し

 

ヨーガ実施とヨーガ非実施のクロスオーバー

重篤な既往疾患を有しない、健

1.88歳、BMI22.82

）によって実施された。ヨーガ実施群の収

縮期血圧において、ヨーガ実施後は、ヨーガ

2.2.1）。また、収縮

期血圧において、ヨーガ実施後は、ヨーガ非

実施後に比べ低下傾向を示した（P<0.10）。ヨ

における不安尺度におい

て、ヨーガ実施後は、ヨーガ実施前に比べ得

）。拡張期血圧、脈拍、

における抑うつ尺度、血中のコルチゾール

、グルコース、インスリンに関しては差を認めな
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クロスオーバー

重篤な既往疾患を有しない、健

BMI22.82±

）によって実施された。ヨーガ実施群の収

縮期血圧において、ヨーガ実施後は、ヨーガ

収縮

期血圧において、ヨーガ実施後は、ヨーガ非

）。ヨ

における不安尺度におい

て、ヨーガ実施後は、ヨーガ実施前に比べ得

）。拡張期血圧、脈拍、

における抑うつ尺度、血中のコルチゾール

ては差を認めな

図2.2.1

 

 

図2.2.2

 

 

表2.2

 

 

３．アロマテラピー

１）マウスにおける

2.2.1 

2.2.2 

2.2 

３．アロマテラピー

１）マウスにおける

３．アロマテラピー 

１）マウスにおけるラベンダーの作用ラベンダーの作用 

 

 

 



（１）マウスにおける

C57BL/6

暴露は、

（ 図 3.1.1

mRNA

ては、ラベンダー吸入なし群と比較して、差を

認めなかった

 

図3.1.1

 

 

（２）レプチン受容体欠損

ベンダー吸入の作用

遺伝性肥満モデルマウスである

スに対する

部の

3.1.2

発現、

ベンダー吸入なし群と比較して、差を認めなか

った。

 

マウスにおける

C57BL/6マウスに対する

暴露は、視床下部の

3.1.1 ） 。 視 床 下 部 の

mRNAの発現、血中の

ては、ラベンダー吸入なし群と比較して、差を

認めなかった。 

3.1.1 

レプチン受容体欠損

ベンダー吸入の作用

遺伝性肥満モデルマウスである

スに対するラベンダーの吸入暴露は、

部のCRFのmRNA

3.1.2）。視床下部の

、血中のコルチコステロンに関しては、ラ

ベンダー吸入なし群と比較して、差を認めなか

。 

マウスにおけるラベンダー吸入の作用

マウスに対するラベンダーの吸入

視床下部のCRFの発現を低下させた

。 視 床 下 部 の oxytocin

血中のコルチコステロンに関し

ては、ラベンダー吸入なし群と比較して、差を

レプチン受容体欠損db/db

ベンダー吸入の作用 

遺伝性肥満モデルマウスである

ラベンダーの吸入暴露は、

mRNAの発現を低下させた

視床下部のoxytocin、

コルチコステロンに関しては、ラ

ベンダー吸入なし群と比較して、差を認めなか

ラベンダー吸入の作用 

ラベンダーの吸入

の発現を低下させた

oxytocin 、 AVP

コルチコステロンに関し

ては、ラベンダー吸入なし群と比較して、差を

db/dbマウスおける

遺伝性肥満モデルマウスである、db/dbマウ

ラベンダーの吸入暴露は、視床下

の発現を低下させた

、AVPのmRNA

コルチコステロンに関しては、ラ

ベンダー吸入なし群と比較して、差を認めなか
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ラベンダーの吸入

の発現を低下させた

AVP の

コルチコステロンに関し

ては、ラベンダー吸入なし群と比較して、差を

 

マウスおけるラ

マウ

視床下

の発現を低下させた（図

mRNAの

コルチコステロンに関しては、ラ

ベンダー吸入なし群と比較して、差を認めなか

図3.1.2

 

 

２）ヒトにおける

ラベンダー芳香浴とラベンダー非芳香浴の

クロスオーバー比較試験

を有しない、健常男性

歳、

ベンダー芳香浴群の収縮期及び拡張期血圧

において、ラベンダー芳香浴後は、ラベンダー

芳香浴前に比べ低下した（図

。また、ラベンダー芳香浴後は蒸留水群

較して、

香浴群の

ベンダー芳香浴後は、ラベンダー芳香浴前に

比べ得点が低下した（図

おける不安尺度、血中のコルチゾール、グルコ

ース、インスリンに関しては

（表

 

 

 

 

3.1.2 

２）ヒトにおけるラベンダーの作用

ラベンダー芳香浴とラベンダー非芳香浴の

クロスオーバー比較試験

を有しない、健常男性

歳、BMI22.58±

ベンダー芳香浴群の収縮期及び拡張期血圧

において、ラベンダー芳香浴後は、ラベンダー

芳香浴前に比べ低下した（図

。また、ラベンダー芳香浴後は蒸留水群

較して、収縮期血圧が低下した。ラベンダー芳

香浴群のSDSにおける抑うつ尺度において、ラ

ベンダー芳香浴後は、ラベンダー芳香浴前に

比べ得点が低下した（図

おける不安尺度、血中のコルチゾール、グルコ

ース、インスリンに関しては

（表3.2）。 

 

 

 

 

ラベンダーの作用

ラベンダー芳香浴とラベンダー非芳香浴の

クロスオーバー比較試験は、

を有しない、健常男性7人（年齢

±0.87）によって実施された。ラ

ベンダー芳香浴群の収縮期及び拡張期血圧

において、ラベンダー芳香浴後は、ラベンダー

芳香浴前に比べ低下した（図

。また、ラベンダー芳香浴後は蒸留水群

収縮期血圧が低下した。ラベンダー芳

における抑うつ尺度において、ラ

ベンダー芳香浴後は、ラベンダー芳香浴前に

比べ得点が低下した（図3.2.3

おける不安尺度、血中のコルチゾール、グルコ

ース、インスリンに関しては、

ラベンダーの作用 

ラベンダー芳香浴とラベンダー非芳香浴の

、重篤な既往疾患

人（年齢28.00±

）によって実施された。ラ

ベンダー芳香浴群の収縮期及び拡張期血圧

において、ラベンダー芳香浴後は、ラベンダー

芳香浴前に比べ低下した（図3.2.1及び3.2.2

。また、ラベンダー芳香浴後は蒸留水群

収縮期血圧が低下した。ラベンダー芳

における抑うつ尺度において、ラ

ベンダー芳香浴後は、ラベンダー芳香浴前に

3.2.3）。脈拍、STAI

おける不安尺度、血中のコルチゾール、グルコ

、差を認めなかった

 

ラベンダー芳香浴とラベンダー非芳香浴の

重篤な既往疾患

±1.62

）によって実施された。ラ

ベンダー芳香浴群の収縮期及び拡張期血圧

において、ラベンダー芳香浴後は、ラベンダー

3.2.2）

。また、ラベンダー芳香浴後は蒸留水群と比

収縮期血圧が低下した。ラベンダー芳

における抑うつ尺度において、ラ

ベンダー芳香浴後は、ラベンダー芳香浴前に

STAIに

おける不安尺度、血中のコルチゾール、グルコ

差を認めなかった



図3.2.1

 

 

図3.2.2

 

 

図3.2.3

 

 

 

 

 

3.2.1 

3.2.2 

3.2.3 

- 24 - 
 

 

 

 

表3.2

 

 

４．精神療法

平成

において、鹿児島大学病院呼吸器・ス

アセンター心身医療科の初診外来を経て、そ

の後外来或は

ォローを受けた

肥満症罹患者は

5人）。臨床心理士介入有りが

であった（表

 

表4

 

 

臨床心理士介入無しの

31.78

0.97

りの

3.2 

４．精神療法 

平成23年1月～平成

において、鹿児島大学病院呼吸器・ス

アセンター心身医療科の初診外来を経て、そ

の後外来或は入院にて治療を受け、体重のフ

ォローを受けた

肥満症罹患者は

人）。臨床心理士介入有りが

であった（表4）。

 

4 

臨床心理士介入無しの

31.78±2.63、期間内の最終

0.97であったのに対して、臨床心理士介入有

りのBMIは、初診時が

月～平成26年

において、鹿児島大学病院呼吸器・ス

アセンター心身医療科の初診外来を経て、そ

入院にて治療を受け、体重のフ

ォローを受けた、初診時BMI25

肥満症罹患者は11人であった（男性

人）。臨床心理士介入有りが

）。 

臨床心理士介入無しのBMI

、期間内の最終

であったのに対して、臨床心理士介入有

初診時が28.83±

年10月の診療記録

において、鹿児島大学病院呼吸器・ストレスケ

アセンター心身医療科の初診外来を経て、そ

入院にて治療を受け、体重のフ

BMI25以上50未満の

人であった（男性6人、女性

人）。臨床心理士介入有りが6人、無しが

BMIは、初診時が

、期間内の最終BMIが28.88

であったのに対して、臨床心理士介入有

±2.51、期間内の

 

月の診療記録

トレスケ

アセンター心身医療科の初診外来を経て、そ

入院にて治療を受け、体重のフ

未満の

人、女性

人、無しが5人

 

初診時が

28.88±

であったのに対して、臨床心理士介入有

、期間内の
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最終BMIが29.62±2.48であった。臨床心理士

介入の有無によるBMIの変化に、差を認めな

かった。 

 

Ｄ．考察 

１．麹 

古来より、日本を含む東洋の発酵食品に用

いられてきた麹の作用に関して、動物を用い

て検討した報告は少ない。本研究担当責任者

らはこれまでに、紅麹或は白麹を添加した高

脂肪食が、マウスの体重や体脂肪量の増加を

抑制し、血糖、インスリンやレプチン値を低下

させ、インスリン感受性を上昇させる事や、紅

麹或は白麹の抽出液がL6 myotube細胞での

糖の取り込みを、glucose transporter type 4を

介して促進させることを報告している。また、紅

麹に関して、紅麹添加食が、高血圧自然発症

ラットにおいて高血圧及び学習障害を改善さ

せることや、グルタミン酸ナトリウム誘発肥満糖

尿病マウスにおいて内臓脂肪蓄積を抑制し、

血中アディポネクチンレベルを上昇させること

が、他のグループより報告されている。本研究

においては、高脂肪食飼育による肥満マウス

及び遺伝性レプチン受容体欠損肥満マウスに

対する、紅麹抽出液の経口投与の効果を検討

し、高脂肪食飼育マウスにおいて摂食量、体

重が減少、糖・脂質代謝の改善が認められた

。遺伝性レプチン受容体欠損肥満マウスに対

する紅麹抽出液の経口投与は、蒸留水投与と

比較して差を認めなかったが、投与量、レプチ

ン受容体を介した作用メカニズムなどに関する

検討が必要であると考えられる。今後の本研

究の進展は、麹を用いた日本食の、肥満症を

はじめとした生活習慣病の進展・発症の予防

に、有用である可能性を解明していくことに貢

献すると予想される。 

 

２．運動 

１）自発運動 

これまでに、肥満症に対する運動療法が、

糖・脂質代謝の改善、インスリン感受性の増加

、血圧の低下、心肺機能の増強、筋肉量の維

持・増加などの効果をもたらすことが知られて

いる。一方、肥満症は、不安障害や気分障害

などの精神疾患と併存することが多いことも示

されている。本研究においては、高脂肪食飼

育による肥満マウスを用いて、運動の摂食、体

重、不安様行動、血中糖・脂質レベルなどへ

の影響に関して検討し、高脂肪食が、体重、

脂肪及び筋肉の重量、血中の総及びHDLコレ

ステロール、インスリン、HOMA-IRを増加させ

、自発運動は摂食量を増加させ、体重、脂肪

重量、不安様行動、血中総コレステロールを

減少、HOMA-IRの増加を抑制させた。本知見

は、運動が、肥満、糖脂質代謝の改善に有効

であるのみならず、個体の心身の総合的な状

態を示す摂食を促進させ、不安を減弱させる

とともに、気分障害や不安障害の予防・治療に

有用である可能性を示唆している。 

 

２）ヨーガ 

これまでに、健常者におけるヨーガの実施

の前後において、交感神経活動や唾液中のコ

ルチゾール値が低下することや、気分尺度評
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価において活気が上昇、怒り‐敵意が低下す

ることなどが報告されている。また、不眠症や

強迫神経症、うつ病の罹患者において、ヨー

ガプログラムの前後での症状の緩解が報告さ

れている。しかし、対照群が存在しない研究が

多いことや、作用機序の解明が遅れていること

が問題点として考えられる。本研究においては

、ヨーガ実施後の収縮期血圧は、ヨーガ実施

前に比べ低下した。また、STAIにおける不安

尺度において、ヨーガ実施後は、ヨーガ実施

前に比べ得点が低下した。ヨーガ非実施の対

照群が、前後で差を認めなかったことから、ヨ

ーガの実施は血圧を低下させ、不安を減弱さ

せる可能性が示唆される。 

 

３．アロマテラピー 

１）マウスにおけるラベンダーの作用 

動物実験において、ラベンダー精油の吸入

が脳内のセロトニンの上昇及び代謝速度、

5-HT1A受容体を介してマウスの不安を減少さ

せることや、痛覚感受性を低下させること、喘

息モデルマウスおけるアレルギー性気道炎症

及び粘液細胞過形成を抑制すること、などが

示されている。CRF、oxytocin、AVPは主に視

床下部室傍核において発現・分泌され、生体

のストレス応答系制御において、主要な役割

を担っている。本研究においては、ラベンダー

の吸入による、視床下部‐下垂体‐副腎軸への

影響に関して、マウスを用いて検討し、正常マ

ウス、肥満モデルマウスの両方において、視床

下部のCRFmRNAの発現が低下した。本知見

は、ラベンダーの吸入が、健常者の不安緩解

方法の一つになるのみならず、肥満症をはじ

めとした生活習慣病罹患者において、合併す

る不安障害の予防・治療や生活の質の向上に

、有用である可能性を示していると考えられる

。 

 

２）ヒトにおけるラベンダーの作用 

ラベンダーは広く世界において、不安や緊

張、痛みを軽減することなどを目的に使われて

いる。これまでに、健常人においてラベンダー

の吸入後に、吸入前と比較して、血圧、体温、

唾液アミラーゼ活性が低下することや、心電図

上で高周波成分が上昇し、心拍数変動指標

が低下すること、気分尺度評価において怒り‐

敵意・緊張‐不安・疲労が低下することなどが

示されている。また、ラットを用いた実験におい

て、ラベンダーの吸入が、脂肪組織と副腎の

交感神経活動を抑制、胃の迷走神経活動を

促進、体温、血圧を低下させることが示されて

いる。対照群が存在する本研究においては、

ラベンダー芳香浴後の収縮期及び拡張期血

圧は、ラベンダー芳香浴前に比べ低下した。

また、SDSにおける抑うつ尺度において、ラベ

ンダー芳香浴後は、ラベンダー芳香浴前に比

べ得点が低下した。蒸留水を用いた対照群が

、前後で差を認めなかったこと、蒸留水との比

較において、ラベンダー芳香浴が収縮期血圧

を低下させたことから、ラベンダー芳香浴が血

圧を低下させ、抑うつを減弱させる可能性が

示唆される。 

 

４．精神療法 
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肥満症治療においては、薬物治療や外科

治療のみならず、認知と行動を変容させ、体

重を減少させること、減少した体重を維持する

ことに重点を置いた、認知行動療法が有効で

あることが報告され、心理への介入の重要性

が示されている。臨床心理士は、公益財団法

人日本臨床心理士資格認定協会が認定し、こ

れまでに28,000名以上が認定され、臨床心理

学的技法を用いて、臨床心理面接や臨床心

理査定などを施行している。診療記録を用い

て後ろ向き検討を行った本研究においては、

臨床心理士の介入の有無は、肥満症罹患者

のBMIに有意な影響を与えなかった。内容、期

間などが確立した一定の肥満症治療に対する

認知行動療法を施行していないために、対照

群との差が認められなかった可能性があるが、

研究対象人数が少ないため、今後、研究対象

人数を増やして検討する必要性が考えられる

。 

 

Ｅ．結論 

１．麹 

食餌性肥満モデルマウスへの紅麹抽出液

の経口投与が、摂食量、体重を減少、糖・脂

質代謝を改善させた。紅麹の摂取が、肥満症

をはじめとした生活習慣病の治療に有用であ

る可能性が考えられた。今後、国民の健康、

医療経済的に貢献するため、紅麹抽出液中の

有効成分の同定、麹由来の食品の疾患治療・

予防に対する有用性の検討に関する研究が、

発展することが必要である。 

 

２．運動 

食餌性肥満モデルマウスにおける回転輪に

よる運動は、体重を減少、不安様行動を減弱

、糖・脂質代謝を改善させた。また、健常者に

おけるヨーガ実施の前後において、収縮期血

圧及び不安尺度得点が低下した。運動の実

施が肥満症、高血圧症をはじめとした生活習

慣病や精神疾患の発症・進展の抑制、心身の

健康の維持に、有用である可能性が考えられ

た。今後、国民の健康、より豊かな生活に貢献

するため、ヨーガなどの伝統医療の生体に対

する有用性に関する研究が、発展することが

必要である。 

 

３．アロマテラピー 

ラベンダーの吸入は、正常及び肥満マウス

を 用 い た 研 究 に お い て 、 視 床 下 部 の

CRFmRNAの発現を低下させた。また、健常者

におけるラベンダー芳香浴の前後において、

血圧及び抑うつ尺度得点が低下した。ラベン

ダーの吸入が、高血圧症をはじめとした生活

習慣病や精神疾患の発症・進展の抑制、心身

の健康の維持に、有用である可能性が考えら

れた。今後、国民の健康、医療費の抑制に貢

献するため、ラベンダー吸入などのアロマテラ

ピーの生体に対する有用性に関する研究が、

発展することが必要である。 

 

４．精神療法 

診療記録を用いた後ろ向き検討において、

臨床心理士の介入の有無は、肥満症罹患者

のBMIに有意な影響を与えなかった。臨床心
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理士の介入の有無が、肥満症をはじめとした

生活習慣病の治療、医療費増加の抑制に有

用である可能性を検討するために、今後、研

究対象人数を増やした検討が必要であると考

えられる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

— 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 

なし 

２．学会発表 

なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む） 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 
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厚生労働科学研究委託費（地域医療基盤開発推進研究事業） 

委託業務成果報告（業務項目） 

 

免疫組織化学によるペプチド発現解析 

 

担当責任者 藤宮 峯子 札幌医科大学医学部解剖学第二講座 教授 

 

研究要旨 

視床下部の室傍核におけるcorticotropin - releasing factor (CRF)は、ストレス応答に対して重要

な役割を担っている。本研究においては、不安緩解や催眠作用などを示す、ラベンダーの吸入に

よるマウスの室傍核の神経活動への影響に関して、CRFニューロンに焦点をあてて検討した。ラベ

ンダーの吸入は、視床下部室傍核におけるc-FosとCRFの蛋白レベルの発現に影響を与えた。ラ

ベンダーの吸入によるストレス緩解作用が、視床下部室傍核の神経ペプチドを介して発現している

可能性が考えられた。 

 

Ａ．研究目的 

視床下部は、不安や怒りなどの情動行動制

御 の 中 心 で あ り 、 特 に 室 傍 核 に お け る

corticotropin - releasing factor (CRF)が、スト

レス応答に対して重要な役割を担っている。ラ

ベンダーオイルは広く世界において、不安緩

解や催眠作用などを期待して用いられ、これま

でにマウスに対するラベンダーの吸入投与が

、高架式十字迷路試験において、セロトニン 

5-HT1A受容体を介して不安緩解作用を示す

ことが報告されている。本研究においては、ラ

ベンダーの吸入によるマウスの室傍核の神経

活動への影響に関して、CRFニューロンに焦

点をあてて検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

7週齢の雄性C57BL/6マウス、6匹を1週間

個別ケージにて飼育し、環境に馴化させた後

、１．ラベンダー吸入（3匹）、２. ラベンダー吸

入なし（3匹）、の2群にランダムに分け、ラベン

ダー吸入群には、ラベンダーの精油50μlを吸

収させた脱脂綿（アロマ吸引なし群には精油

なしの脱脂綿）をケージに入れ、60分間暴露さ

せた。暴露終了後に麻酔下で、左心室よりパ

ラフォルムアルデヒドにてかん流固定し、脳を

摘出した。室傍核を含む視床下部の連続凍結

切 片 を 作 成 。 切 片 を c–Fos 抗 体 （ Goat 

polychronal, sc-52G, Santa Cruz Biotec）と

CRF 抗 体 （ Guinea-pig polychronal, T5007, 

GHC 8561, Peninsula Lab)で蛍光二重免疫組

織 化 学 染 色 を 行 っ た 。 2 次 抗 体 は 、

FITC-labeled anti-Guinea pig IgG と

Cy3-labeled anti-Goat IgGを用いた。画像の

解析は、共焦点レーザー顕微鏡(Nikon A1)で



行った。

（倫理面への配慮）

本研究は、鹿児島大学の動物実験倫理委

員会の承認の下、

配慮して施行された。

 

行った。 

（倫理面への配慮）

本研究は、鹿児島大学の動物実験倫理委

員会の承認の下、

配慮して施行された。

（倫理面への配慮） 

本研究は、鹿児島大学の動物実験倫理委

員会の承認の下、動物の生命倫理に十分に

配慮して施行された。 

本研究は、鹿児島大学の動物実験倫理委

動物の生命倫理に十分に
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本研究は、鹿児島大学の動物実験倫理委

動物の生命倫理に十分に

Ｃ．研究結果

C57BL/6

暴露において、

CRF

比較して、顕著な差を認めなかったが、

の発現（赤色）は、増強傾向を認めた

Ｃ．研究結果 

C57BL/6マウスに対する

暴露において、

CRFの発現（緑色）は

比較して、顕著な差を認めなかったが、

の発現（赤色）は、増強傾向を認めた

マウスに対するラベンダーの吸入

暴露において、視床下部の

の発現（緑色）は、ラベンダー吸入なし

比較して、顕著な差を認めなかったが、

の発現（赤色）は、増強傾向を認めた

ラベンダーの吸入

視床下部の室傍核における

ラベンダー吸入なし

比較して、顕著な差を認めなかったが、c

の発現（赤色）は、増強傾向を認めた（図）

ラベンダーの吸入

室傍核における

ラベンダー吸入なしと

c–Fos

（図）。ラ
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ベンダーの吸入暴露において、視床下部の室

傍核におけるc–Fosの発現は、ラベンダー吸

入なしと比較して、CRFとの共存は少なく、

CRF以外のニューロンにおける発現が認めら

れた。 

 

Ｄ．考察 

ラベンダーの吸入は、上部消化管内視鏡検

査、経皮的冠動脈形成術、歯科治療などの施

行前の不安を緩解させることが示されている。

ストレスは、視床下部室傍核の背内側に存在

する小細胞群のCRF産生ニューロンを活性化

さ せ 、 下 垂 体 前 葉 よ り adrenocorti cotropic 

hormoneの分泌を促進、副腎皮質よりコルチゾ

ールを分泌させ、生体はストレスに応答する。

これまでに動物実験において、水回避、痛み

、拘束、母子分離などのストレスが、室傍核の

CRFの発現を増加させることが知られている。

本研究においては、ラベンダーの吸入による、

視床下部の室傍核のc-FosとCRFの蛋白レベ

ル発現への影響に関してマウスを用いて検討

し、ラベンダーの吸入が、c–Fosの発現を増加

させる傾向を認めた。また、ラベンダーの吸入

は、室傍核におけるc–FosとCRFの共存を減少

させ、CRFと共存していない発現を増加させる

傾向を示した。室傍核のCRF産生ニューロン

の外側に位置する大細胞群には、oxytocin、

arginine – vasopressinなどが存在しているた

め、今後、ラベンダーの他の神経ペプチドに

対する影響を検討する必要性が考えられた。 

 

Ｅ．結論 

ラベンダーの吸入は、マウスを用いた研究

において、視床下部室傍核におけるc-Fosと

CRFの蛋白レベルの発現に影響を与えた。ラ

ベンダーの吸入によるストレス緩解作用が、視

床下部室傍核の神経ペプチドを介して発現し

ている可能性が考えられた。今後、ラベンダー

吸入などのアロマテラピーのさらなる普及のた

めに、生体に対する作用機序に関する研究が

進行することが必要である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

— 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 

なし 

２．学会発表 

なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む） 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 
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厚生労働科学研究委託費（地域医療基盤開発推進研究事業） 

委託業務成果報告（業務項目） 

 

ラベンダー、麹の神経細胞に対する作用に関わる研究 

 

担当責任者 矢田 俊彦 自治医科大学医学部生理学講座統合生理学部門 教授 

 

研究要旨 

室傍核corticotropin - releasing hormone (CRH)ニューロンは、ストレス物質セロトニン（5HT）によ

って細胞内カルシウムイオン濃度（[Ca2+]i）の上昇が惹起され、この作用は生体のストレス応答に

重要な役割を担うと考えられる。ラベンダー吸入のストレス緩和作用が示唆されており、これが中枢

性に作用することは知られているが、その作用機構は明らかではない。本研究は、ラベンダー精油

がCRHニューロンに直接作用し、5HT誘発[Ca2+]i増加を抑制することをはじめて明らかにした。こ

の結果は、ラベンダー精油による抗ストレス作用が、室傍核CRHニューロンの抑制を介して発揮さ

れている可能性を示唆する。 

 

Ａ．研究目的 

ス トレ ス 応 答 性 の室 傍 核 corticotropin - 

releasing hormone (CRH)ニューロンのセロトニ

ン（5HT） 10-5M応答に対するラベンダー精油

の作用を検討する。 

 

Ｂ．研究方法 

5週齢の雄性C57BL6マウスを1週間ケージ

にて飼育し環境に馴化させた後、室傍核ニュ

ーロンを単離した。カルシウムイオン蛍光指示

薬Fura-2標識後、灌流下に、蛍光画像解析に

より、単一ニューロンの細胞内カルシウムイオ

ン濃度（[Ca2+]i）を経時的に測定した。灌流液

に5HT 10-5M及びラベンダー精油(原液の

1/1000量)を添加し [Ca2+]iへの効果を観察し

た。その後CRH抗体を用いて免疫染色を行い

、CRHニューロンを同定した。 

本研究は、矢田俊彦（自治医科大学医学部

生理学講座統合生理学部門教授）、小平美里

（自治医科大学医学部生理学講座統合生理

学部門ポスト・ドクター）らが中心となって施行

された。 

（倫理面への配慮） 

本研究は、自治医科大学の動物実験倫理

委員会の承認の下、動物の生命倫理に十分

に配慮して施行された。 

 

Ｃ．研究結果 

本研究の結果、5HT 10-5MはCRHニューロ

ンの[Ca2+]iを増加させ、ラベンダー精油がこ

の[Ca2+]i増加を抑制することが明らかになっ

た。詳細は下記の通りである。 



１．5HT

ち7個で

２．5H

ロン中

1000倍希釈は

た（図）。

３．免疫染色の結

され、

室傍核ニューロン中

ューロンであった。

 

Ｄ．考察

本研究は、ラベンダー精油が室傍核

ューロンに直接作用し、その

5HT 10-5Mは、室傍核ニューロン

個で[Ca2+]iを増加させた（図）。

5HT 10-5Mに応答した

ロン中6個（86%）において、ラベンダー精油

倍希釈は5HT

た（図）。 

３．免疫染色の結

、ラベンダー精油により抑制された

室傍核ニューロン中

ューロンであった。

Ｄ．考察 

本研究は、ラベンダー精油が室傍核

ューロンに直接作用し、その

は、室傍核ニューロン

を増加させた（図）。

に応答した7個の室傍核ニュー

）において、ラベンダー精油

5HT誘発[Ca2+]i

３．免疫染色の結果、5HT 10

ラベンダー精油により抑制された

室傍核ニューロン中5個（83%）が、

ューロンであった。 

本研究は、ラベンダー精油が室傍核

ューロンに直接作用し、その5H

は、室傍核ニューロン20個のう

を増加させた（図）。 

個の室傍核ニュー

）において、ラベンダー精油

[Ca2+]i増加を抑制し

-5Mにより活性化

ラベンダー精油により抑制された6個の

）が、CRH陽性ニ

本研究は、ラベンダー精油が室傍核CRH

5HT 10-5Mによる
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個のう

個の室傍核ニュー

）において、ラベンダー精油

増加を抑制し

により活性化

個の

陽性ニ

CRHニ

による

活性化を抑制することをはじめて示した。

は、代表的なストレス反応である

の起点となる神経ペプチドであり、

代表的な活性化物質である。従って、本研究

結果からラベンダー精油は室傍核

ロンの抑制、特に

抗する作用を介して、抗ストレス作用を示す可

能性が考えられる。有効成分に関しては、本

研究では

ダー精油を灌流液に撹拌混和させたことから、

ラベンダー精油の水溶性成分が作用したと推

察される。

が、

後、紅麹抽出液の室傍核

活性化を抑制することをはじめて示した。

は、代表的なストレス反応である

の起点となる神経ペプチドであり、

代表的な活性化物質である。従って、本研究

結果からラベンダー精油は室傍核

ロンの抑制、特に

抗する作用を介して、抗ストレス作用を示す可

能性が考えられる。有効成分に関しては、本

研究では1000分の

ダー精油を灌流液に撹拌混和させたことから、

ラベンダー精油の水溶性成分が作用したと推

察される。紅麹抽出液のマウスへの経口投与

、不安緩解作用を示す可能性が存在し、今

後、紅麹抽出液の室傍核

活性化を抑制することをはじめて示した。

は、代表的なストレス反応である

の起点となる神経ペプチドであり、

代表的な活性化物質である。従って、本研究

結果からラベンダー精油は室傍核

ロンの抑制、特に5HT 10-5M

抗する作用を介して、抗ストレス作用を示す可

能性が考えられる。有効成分に関しては、本

分の1量相当の低用量のラベン

ダー精油を灌流液に撹拌混和させたことから、

ラベンダー精油の水溶性成分が作用したと推

紅麹抽出液のマウスへの経口投与

不安緩解作用を示す可能性が存在し、今

後、紅麹抽出液の室傍核CRH

活性化を抑制することをはじめて示した。

は、代表的なストレス反応であるHPA軸活性化

の起点となる神経ペプチドであり、5HTはその

代表的な活性化物質である。従って、本研究

結果からラベンダー精油は室傍核CRHニュー

Mによる活性化に拮

抗する作用を介して、抗ストレス作用を示す可

能性が考えられる。有効成分に関しては、本

量相当の低用量のラベン

ダー精油を灌流液に撹拌混和させたことから、

ラベンダー精油の水溶性成分が作用したと推

紅麹抽出液のマウスへの経口投与

不安緩解作用を示す可能性が存在し、今

CRHニューロンに対

活性化を抑制することをはじめて示した。CRH

軸活性化

はその

代表的な活性化物質である。従って、本研究

ニュー

による活性化に拮

抗する作用を介して、抗ストレス作用を示す可

能性が考えられる。有効成分に関しては、本

量相当の低用量のラベン

ダー精油を灌流液に撹拌混和させたことから、

ラベンダー精油の水溶性成分が作用したと推

紅麹抽出液のマウスへの経口投与

不安緩解作用を示す可能性が存在し、今

ニューロンに対
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する作用についての検討も行う予定である。 

 

Ｅ．結論 

ラベンダーは、室傍核CRHニューロンに直

接作用し、その5HT 10-5Mによる活性化に拮

抗する。この作用が、ストレス反応緩和に繋が

る可能性が考えられる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

— 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 

なし 

２．学会発表 

なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む） 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 
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厚生労働科学研究委託費（地域医療基盤開発推進研究事業） 

委託業務成果報告（業務項目） 

 

麹のadiponectin受容体に対する作用に関わる研究 

 

担当責任者 上園 保仁 独立行政法人国立がん研究センター研究所 

         がん患者病態生理研究分野 分野長 

 

研究要旨 

発酵食品に含まれ、酒、焼酎製造にも用いられる麹類は、高脂肪食負荷の肥満モデルマウスに

おいて、摂食量の低下、体重増加抑制が認められることから、肥満及び糖・脂質代謝の改善物質

としての可能性がある。そのメカニズム解明のため、抗生活習慣病作用を有するアディポネクチン

シグナルに注目し、その下流シグナルであるAMPKの活性化について、アディポネクチン受容体1

、2型を発現するHepG2ヒト肝がん細胞を用い、紅麹によるAMPKへの影響を検討した。HepG2細

胞ヒト肝がん細胞に、マウス投与実験で体重減少効果、過食抑制効果の認められている紅麹を処

置し、その後AMPK活性化ならびにその発現量を測定した。HepG2ヒト肝がん細胞の無血清下培

養で時間依存的なAMPKのリン酸化の上昇が認められた。紅麹0.1％は無血清下コントロールの

AMPKリン酸化活性に影響を与えなかったが、AMPKタンパク発現量を時間依存的に増加させた。

今回の結果より、紅麹はAMPKの発現量増加によりAMPK活性化を介するアディポネクチンを含む

種々の生体物質の効果を増強させる可能性が考えられた。紅麹でみられる体重減少作用、過食

抑制作用のメカニズムの一部はAMPKシグナルの増強を介している可能性が示唆された。 

 

Ａ．研究目的 

 

近年、食品の有する生体調節機能に関心

が高まっている。その中でも発酵食品に含ま

れ、さらに酒、焼酎製造にも用いられる麹類、

特に紅麹は高脂肪食負荷の肥満モデルマウ

スにおいて、摂食量の低下、体重増加抑制が

認められることから、肥満及び糖・脂質代謝の

改善物質としての可能性が考えられており、抗

生活習慣病改善に貢献する食品として期待さ

れる。 

アディポネクチンは脂肪細胞で産生、分泌

される善玉アディポカインであり、肥満に伴い

血中濃度が低下する。アディポネクチンシグナ

ルの活性化は、脂肪酸燃焼、糖新生・炎症性

サイトカイン産生及び活性を抑制することが知

られており、アディポネクチン受容体シグナル

はAMPKのリン酸化を介することが報告されて

おり、アディポネクチンの生活習慣病改善効果

のメカニズムのひとつと考えられている。AMPK
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はアディポネクチンによる活性化のみならず生

体内の多くの因子で活性化される。加えて運

動でもその活性が増加し、抗生活習慣病効果

を示すことが知られている。 

今回アディポネクチン受容体1、2型を発現

するHepG2ヒト肝がん細胞を用いて、紅麹によ

るAMPKへの影響を検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

 

HepG2細胞ヒト肝がん細胞を播種し、L6 

myotubeにおいてGlucose取り込みを有意に上

昇させ、マウスにおいて体重減少効果、過食

抑制効果のある紅麹（0.1%）を1、3、6、9、15、

24時間処置し、その後タンパク回収を行った。

回収したサンプルを用いてウエスタンブロット

法にてAMPK活性化ならびにその発現量を測

定した。 

 

（倫理面への配慮） 

紅麹及びラベンダーの細胞レベルでの作用

機序解明及び動物モデルを用いた実験にお

いては、当施設の実験動物倫理審査委員会

ならびに遺伝子組み換え実験管理委員会の

承認を得ている。 

 

Ｃ．研究結果 

 

HepG2細胞ヒト肝がん細胞を無血清下で培

養を行うと、時間依存的にAMPKのリン酸化の

上昇、すなわちAMPKの活性化が認められた

。そのピークは９時間後であり、その後徐々に

活性は低下した。 

紅麹0.1％は無血清下のコントロールと比較

し、AMPKのリン酸化活性にほとんど影響を与

えなかった。しかしながらAMPKタンパク質に

ついては、コントロールと比較しその発現量を

時間依存的に増加させることがわかった。 

 

Ｄ．考察 

 

紅麹はヒト肝がんHepG2ヒト肝がん細胞にお

いてAMPKの活性化を誘導するのではなく、

AMPKタンパク自体の発現量を増加させること

が明らかとなった。 

生体内においては、血中にアディポネクチ

ンをはじめ、AMPKを活性化させる物質が存在

しており、AMPKの活性化はこれらの多因子に

より活性化され、細胞反応を惹起することが知

られている。 

今回の実験より、おそらく紅麹はAMPKの発

現 量 を 増 加 さ せ る こ と で 生 体 に存 在 す る

AMPK活性化物質の効果を増幅させる働きが

あることが推測される。紅麹の効果がアディポ

ネクチン受容体を介しているか否かは現時点

では不明であるが、私たちが独自に作製した

アディポネクチン1型受容体安定発現HEK293

細胞を用いてその詳細なシグナル解析を行う

予定である。 

また同様の手法を用いて、現在ラベンダー

についても検討を行っている。 

 

Ｅ．結論 
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紅麹はヒト肝細胞においてAMPK発現量を

増加させた。紅麹でみられる動物モデルを用

いて得られた体重減少作用、過食抑制作用の

メカニズムの一部はAMPKシグナル調節を介し

ている可能性がある。 

 

Ｆ．研究発表 

 

1.  論文発表 

 

なし。 

 

2.  学会発表 

 

1. 西村瞳, 宮野加奈子, 横山明信, 

山川央, 須藤結香, 白石成二, 長瀬隆弘, 樋

上賀一, 上園保仁. アディポネクチン受容体１

新規アゴニスト探索のためのアディポネクチン
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